
ヨ

ツ

口

(
近
代

、
不
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
)

ト
イ
ツ
・
ス
イ
ス

三
四
0
(
九
苫
)

ド
イ
ツ
・
ス
ィ
ス
・
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト

評
者
が
参
照
し
え
た
当
該
分
野
に
関
す
る
研
究
業
績
の
点
数
は
六
0
点
弱

に
及
ん
だ
が
、
そ
の
う
ち
の
お
よ
モ
三
分
の
一
に
あ
た
る
二
0
数
点
は
、
統

一
テ
ー
マ
の
も
と
に
編
ま
れ
た
論
文
集
に
寄
稿
さ
れ
た
業
績
で
あ
っ
た
。
ニ

0
0
四
年
に
始
ま
っ
た
国
立
大
学
法
人
化
は
、
二
0
-
0
年
に
は
第
二
期
に

入
っ
た
。
諸
大
学
に
お
け
る
研
究
環
境
の
劣
悪
化
が
進
行
す
る
一
方
で
、
大

学
間
の
競
争
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
突
め
、
以
前
に
比
べ
て
共
同
研

究
の
比
率
が
高
ま
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
評
者
が
参
照
し
た
五
点
の
論
集
も
、

科
学
研
究
費
補
助
金
な
ど
に
よ
る
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
り
、
以
下
の
五
っ

の
テ
ー
マ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
焦
点
と
さ
れ
て
い
る
。
 
1
連
邦
制
と
地
域
主
養

(
佐
藤
勝
則
編
著
『
比
較
連
邦
制
史
研
究
」
多
賀
出
版
)
、
②
エ
リ
ー
ト
支
配
と
政

治
文
化
(
森
原
隆
編
『
ヨ
ー
巳
.
ハ
・
エ
リ
ー
ト
支
配
と
政
治
文
化
」
成
文
堂
)
、

3

新
し
い
軍
事
史
(
『
歴
史
と
軍
隊
』
)
、
④
読
書
行
為
の
比
較
社
会
史
(
松
塚
俊

八
鍬
友
広
編
『
識
字
と
貌
霄
」
昭
和
堂
)
、
⑤
歴
史
と
記
憶
(
『
歴
史
の
場
」
)
。

以
上
の
テ
ー
マ
群
に
も
留
意
し
つ
?
個
別
論
文
を
中
心
に
、
近
世
(
一
六

世
紀
S
一
八
世
紀
半
ば
)
と
近
代
(
一
八
世
紀
後
半
以
降
)
に
類
別
し
て
、
論
評

の
責
め
を
果
た
す
こ
と
に
し
た
い
。

宗
教
改
革
史
研
究
と
ル
タ
ー
神
学
研
究
と
は
、
本
来
車
の
両
輪
た
る
べ
き

隣
接
分
野
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
現
実
に
は
そ
う
で
は
な
い
。
村
上
み
か

「
ル
タ
ー
神
学
研
究
に
お
け
る
歴
史
的
視
点
の
導
入
」
(
『
ヨ
ー
巳
パ
文
化
史

研
究
』
一
一
)
は
、
そ
の
あ
た
り
の
事
情
を
教
え
て
く
れ
る
O
 
B
 
・
ロ
ー
ゼ

に
よ
る
ル
タ
ー
神
学
の
歴
史
研
究
(
口
ー
マ
教
会
と
の
対
立
、
宗
教
改
革
派
内
部

ノξ



で
の
論
争
な
ど
に
お
け
る
ル
タ
ー
の
神
学
的
言
説
の
検
討
)
を
つ
う
じ
、
当
初
よ

り
規
範
的
な
意
義
を
与
え
ら
れ
、
概
し
て
教
条
的
、
弁
証
的
な
傾
向
を
有
し

て
き
た
ル
タ
ー
神
学
研
究
を
歴
史
的
な
視
点
か
ら
相
対
化
す
る
可
能
性
が
開

か
れ
六
。
も
っ
と
も
、
{
示
教
改
革
の
歴
史
的
連
関
が
明
ら
か
に
な
り
、

ル

タ
ー
の
相
対
化
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
、
宗
教
改
革
的
神
学
の
本
質
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
は
困
難
に
な
り
、
近
年
で
は
再
び
教
条
的
な
ル
タ
ー
研
究
に
回

掃
す
る
兆
し
も
見
え
る
と
い
う
。
宗
教
改
革
の
普
及
に
お
い
て
説
教
や
絵
入

リ
ビ
ラ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
に
ょ
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
が
果
九
し
た
役
割
か
大
で

あ
う
た
こ
と
は
、
森
田
安
一
の
研
究
以
来
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
栗
原
健

と
出
村
伸
の
論
考
か
ら
は
、
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
お
け
る
研
究
の
進
展
が
窺
わ

れ
る
0
 
栗
原
「
一
六
世
紀
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
弾

圧
と
ド
イ
ツ
・
ル
タ
ー
派
の
反
応
」
(
『
日
蘭
学
会
会
誌
」
五
七
)
で
は
、
一
五

二
0
年
代
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
迫
害
に
対
す
る
ル

タ
ー
の
反
応
を
探
り
、
こ
れ
も
一
っ
の
契
機
と
な
っ
て
終
末
思
想
に
基
づ
く

ル
タ
ー
の
殉
教
観
(
ル
タ
ー
の
神
学
)
が
形
成
さ
れ
九
こ
と
が
照
射
さ
れ
る
0

こ
の
よ
う
な
研
究
成
果
か
ら
、
村
上
の
指
摘
す
る
神
学
研
究
の
隆
路
に
突
破

口
を
開
く
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
他
方
で
栗
原
論
文
は
、
三
0
、
四
0
年
代

に
お
け
る
弾
圧
を
描
い
た
歌
と
。
ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
ド
イ
ッ
の
人
々
に
も
深
い

関
心
を
も
っ
て
読
ま
れ
て
い
た
反
面
、
出
版
業
者
の
側
に
は
セ
ン
セ
ー
シ
ョ

ナ
ル
な
ニ
ユ
ー
ス
と
し
て
こ
れ
を
売
り
込
む
商
業
主
義
が
見
ら
れ
九
こ
と
も

明
ら
か
に
し
て
い
る
0
 
セ
ン
セ
ー
シ
.
ナ
ル
な
「
預
言
者
」
に
ょ
る
奇
跡
譚

が
、
領
邦
教
会
と
領
邦
政
府
に
よ
る
{
示
派
化
に
か
ら
め
と
ら
れ
て
し
ま
う

ケ
ー
ス
も
存
在
し
た
。
出
村
「
{
示
教
戦
争
と
し
て
の
ド
イ
ツ
三
十
年
戦
争
と

民
衆
」
(
『
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
・
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
,
ン
と
諸
文
化
圈
の
変
{
谷
研
究
プ

ロ
ッ
パ
(
近
代
ー
ド
イ
ツ
・
ス
ィ
ス
・
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
)

パ

ヨ

ロ
ジ
エ
ク
ト
報
告
杵
」
<
束
北
学
院
大
>
三
)
か
ら
は
、
人
間
の
罪
に
対
す
る
神

の
裁
き
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
九
三
十
年
戦
争
の
終
わ
る
頃
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン

ペ
ル
ク
の
ル
タ
ー
派
領
邦
教
会
に
お
け
る
悔
い
改
め
を
そ
の
預
言
と
し
て
登

場
し
た
H
・
カ
イ
ル
の
事
件
を
つ
う
じ
て
、
三
十
年
戦
争
が
な
お
も
宗
教
戦

争
の
意
味
合
い
を
有
し
て
い
た
こ
と
、
戦
争
後
に
は
領
邦
国
家
(
領
邦
教
会
)

を
枠
組
み
と
し
た
宗
派
化
が
進
ん
だ
様
子
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

帝
国
国
制
史
関
連
で
は
、
渡
避
裕
一
「
一
六
世
紀
後
半
に
お
け
る
薪
節
約

術
の
発
明
と
そ
の
社
会
背
景
」
(
『
西
洋
史
論
波
」
三
二
)
を
得
た
。
一
六
世
紀

後
半
に
皇
帝
が
発
布
し
九
発
明
家
特
権
は
お
よ
そ
八
0
件
に
及
ん
だ
が
、
そ

の
う
ち
の
三
分
の
一
に
相
当
し
た
の
が
薪
節
約
術
の
発
明
で
あ
っ
た
。
渡
邉

は
、
気
候
史
研
究
と
都
市
社
会
史
研
究
の
二
っ
の
視
角
か
ら
、
当
該
時
期
に

お
け
る
薪
節
約
術
と
皇
帝
に
ょ
る
特
権
授
与
の
有
り
様
を
一
次
史
料
に
そ
く

し
て
検
討
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
市
参
事
会
の
協
力
の
も
と
に
進
展
し
九

薪
節
約
術
の
発
明
は
、
気
候
悪
化
と
い
う
社
会
背
景
の
も
と
、
都
市
内
の
木

材
不
足
に
直
面
し
て
い
た
市
参
事
会
が
「
共
通
の
利
益
の
促
進
」
を
目
標
と

し
て
推
進
し
た
危
機
対
策
の
一
環
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
九
本

論
文
で
は
特
権
付
与
に
い
九
る
プ
ロ
セ
ス
が
か
な
り
詳
細
に
解
明
さ
れ
て
ぃ

る
が
、
薪
節
約
の
「
技
術
」
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
で
は
な
い
そ

こ
が
わ
か
れ
ば
、
「
一
六
世
紀
文
化
革
命
」
(
山
本
簑
隆
)
に
つ
な
が
る
新
た

な
局
面
も
見
え
て
こ
よ
う
。

東
エ
ル
べ
農
村
社
会
史
研
究
で
は
、
飯
田
恭
に
ょ
る
単
著
が
ド
イ
ッ
で
刊

行
さ
れ
た
(
え
§
§
異
、
ミ
誉
~
§
#
~
③
、
伽
1
~
伽
之
③
.
仂
0
ミ
~
・
弐
ミ
§
§
ミ
身
,

如
曳
R
壽
ミ
ら
ミ
§
奥
誘
ミ
貫
瓢
⑳
異
§
受
§
鳧
§
異
ら
蜘
伽
朴
ミ
 
0
ミ
§
§

F
霽
N
m
 
く
円
語
、
如
円
一
ヨ
、
零
一
0
)
)
0
 
本
聿
甘
は
東
エ
ル
べ
の
ル
ピ
ン
郡
の
農
村

三
四
ズ
九
七
一
)



ロ
ッ
パ
(
近
代
ー
ド
イ
ツ
・
ス
ィ
ス
・
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト

ヨ

社
会
に
関
し
て
、
親
族
関
係
、
村
落
周
辺
都
市
と
の
市
場
関
係
、
領
主
制

支
配
と
の
関
連
な
ど
の
論
点
か
ら
網
羅
的
に
検
討
し
た
労
作
で
あ
る
。
東
部

ド
イ
ッ
の
農
業
近
代
化
を
非
西
欧
型
典
型
と
み
な
し
た
古
典
学
説
(
プ
ロ
シ

ア
型
農
業
進
化
論
)
と
は
異
な
り
、
当
該
地
域
の
農
村
社
会
が
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
型

家
族
(
夫
婦
中
心
の
家
族
形
成
、
晩
婚
奉
公
人
の
同
居
な
ど
)
を
伴
っ
た
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
農
村
社
会
で
あ
っ
た
こ
と
が
説
得
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
0

詳
細
に
関
わ
る
評
価
に
つ
い
て
は
、
内
外
に
お
け
る
本
格
的
な
杏
評
に
委
ね

る
こ
と
に
し
た
い
0

『
比
較
連
邦
制
史
研
究
』
で
は
、
ま
ず
佐
藤
勝
則
「
連
邦
制
的
地
域
統
合

の
比
較
社
会
枇
造
史
」
が
、
現
在
進
行
中
の
ヨ
ー
ロ
ッ
ハ
統
合
と
も
関
連
づ

け
し
つ
つ
、
そ
の
見
取
り
図
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
描
い
て
い
る
0
 
ヨ
ー
ロ
ツ

0
、

の
国
制
構
造
は
、
大
き
く
単
一
制
国
家
(
英
仏
)
と
連
邦
制
国
家
(
ド
イ
ツ

ノが
典
型
)
に
二
分
さ
れ
、
そ
の
上
で
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ド
イ
ツ
な
ど

の
連
邦
制
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
や
誓
約
同
盟
ス
ィ
ス
と
比
較
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
歴
史
的
特
質
が
類
型
的
に
位
置
づ
け
さ
れ
る
。
さ
ら
に
連
邦
制
の
根
底

に
あ
る
地
域
主
裟
の
歴
史
的
根
源
が
、
キ
リ
ス
ト
教
共
伺
体
と
し
て
の
ヨ
ー

ロ
ッ
。
ハ
の
ゲ
マ
イ
ン
デ
、
及
び
身
分
制
地
方
等
族
制
議
会
の
中
に
あ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
単
一
制
国
家
に
類
別
さ
れ
た
英
仏
に
つ
い
て
は
、
中

近
世
に
お
い
て
は
複
合
的
国
家
編
成
を
な
し
て
い
た
こ
と
、
と
り
わ
け
イ
ギ

リ
ス
に
つ
い
て
は
英
連
邦
の
存
在
か
ら
考
え
て
、
つ
ね
に
国
民
国
家
原
理
が

貫
徹
し
て
ぃ
た
と
は
考
え
に
く
い
側
面
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点

は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。
皆
川
卓
「
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
朝
神
聖

ロ
ー
マ
帝
国
統
治
体
制
の
諸
相
」
で
は
、
神
聖
口
ー
マ
帝
国
が
有
し
た
連
邦

制
的
な
地
域
統
合
の
側
面
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
三
十
年
戦
争
期
に
お
け
る

三
四
一
(
九
七
己

カ
ト
リ
ッ
ク
連
盟
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
連
盟
が
領
邦
の
水
平
的

結
合
か
ら
出
発
し
な
が
ら
も
、
機
能
的
に
は
そ
の
盟
主
た
る
バ
イ
エ
ル
ン
公

の
覇
権
的
権
力
に
よ
る
帝
国
的
(
垂
直
的
)
結
合
で
あ
0
た
点
に
皆
川
は
注

目
す
る
。
「
水
平
的
結
合
と
帝
国
的
結
合
の
相
互
依
存
」
の
側
面
は
、
第
二

帝
国
に
お
け
る
帝
国
議
会
と
皇
帝
・
連
邦
参
議
院
の
関
係
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
一
九
世
紀
末
に
お
い
て
も
な
お
維
持
さ
れ
て
お
り
、
憲
法
に
の
み
基
づ

く
ア
メ
リ
カ
連
邦
制
と
の
根
本
的
な
相
違
を
な
し
て
い
た
。

『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
エ
リ
ー
ト
支
配
と
政
治
文
化
』
か
ら
は
、
ま
ず
河
野
一
浮

と
高
津
秀
之
が
、
一
六
世
紀
に
お
け
る
「
政
治
エ
リ
ー
ト
の
支
配
」
と
政
治

文
化
の
問
題
を
論
じ
て
い
る
。
河
野
「
エ
リ
ー
ト
が
つ
く
る
・
つ
な
ぐ
近
世

政
治
」
は
、
一
六
世
紀
後
半
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
宮
廷
に
お
け
る
顧
問
の
役
割
に

注
目
す
る
。
帝
国
議
会
で
検
討
さ
れ
、
諸
侯
の
承
認
を
得
る
べ
き
議
題
案
は

顧
問
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
、
皇
帝
が
代
替
わ
り
し
た
後
に
も
有
力
諸
侯
と
の

協
調
関
係
が
顧
問
の
活
動
を
つ
う
じ
て
維
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
ら

顧
問
に
代
表
さ
れ
る
エ
リ
ー
ト
に
よ
う
て
近
世
の
政
治
は
つ
く
ら
れ
、
有
意

裟
な
連
続
性
が
与
え
ら
れ
六
と
さ
れ
る
。
一
六
世
紀
後
半
の
ケ
ル
ン
に
お
け

る
学
識
者
と
い
う
政
治
エ
リ
ー
ト
の
勃
興
と
変
容
を
論
じ
た
の
が
、
高
津

「
近
世
都
市
ケ
ル
ン
に
お
け
る
「
学
者
が
統
治
す
る
共
和
政
L
 
の
誕
生
」
で

あ
る
。
一
六
世
紀
末
ケ
ル
ン
で
は
学
識
者
の
参
事
会
へ
の
選
出
が
日
常
化
し

九
が
、
そ
の
前
提
を
な
し
九
の
は
ケ
ル
ン
の
裁
判
制
度
へ
の
口
ー
マ
法
の
浸

透
と
「
法
生
活
の
学
問
化
」
で
あ
っ
た
帝
国
議
会
の
顧
問
団
と
参
事
会
員

が
有
し
た
学
識
に
は
、
い
か
な
る
共
通
点
と
相
違
点
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

踊
共
二
「
三
十
年
戦
争
期
ス
ィ
ス
の
門
閥
エ
リ
ー
ト
は
、
ス
ィ
ス
・
グ
ラ

ウ
ビ
ユ
ン
デ
ン
地
域
に
お
け
る
門
閥
エ
リ
ー
ト
の
あ
り
方
を
、
イ
エ
ナ
チ
ユ



と
い
う
人
物
を
軸
に
考
察
し
て
い
る
0
 
ス
ィ
ス
南
東
部
に
位
耀
し
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
南
北
に
結
ぷ
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
グ
ラ
ウ
ビ
ユ
ン
デ
ン
は
、
独

特
な
形
を
と
る
共
和
国
(
同
盟
田
家
)
で
あ
り
、
こ
こ
に
生
ま
れ
た
イ
エ
ナ

チ
ユ
か
ら
は
、
寡
頭
制
と
民
主
政
が
混
合
す
る
政
体
と
し
て
の
特
徴
(
ス
ィ

ス
的
特
性
)
、
宗
派
的
熱
狂
を
退
け
る
新
ス
ト
ア
主
義
へ
の
共
鳴
(
他
国
の
工

リ
ー
ト
と
の
共
通
項
)
が
読
み
取
れ
る
と
さ
れ
る
0
 
グ
ラ
ウ
ビ
ユ
ン
デ
ン
の
提

示
す
る
事
例
は
地
域
主
裟
の
素
材
と
し
て
も
、
有
益
な
検
村
対
象
と
な
ろ
う

新
ス
ト
ア
主
義
の
創
始
者
り
プ
シ
ウ
ス
が
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
秘
密
結
社

「
愛
の
家
」
に
一
時
期
所
属
し
、
人
文
主
裟
者
と
の
交
流
の
中
か
ら
そ
の
思

想
を
練
り
上
げ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
山
本
大
丙
「
も
う
ひ
と
つ
の
「
{
示
教

改
革
急
進
派
」
」
に
詳
し
い
。

国
家
・
社
会
と
軍
隊
の
関
連
を
検
討
す
る
「
新
し
い
軍
事
史
」
も
、
近
年

進
展
著
し
い
ジ
ャ
ン
ル
と
い
え
よ
う
。
『
歴
史
と
軍
隊
』
か
ら
は
、
以
下
の

知
見
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
阪
口
修
平
「
近
世
プ
ロ
イ
セ
ン
常
備
軍
に
お
け

る
兵
士
の
日
常
生
活
」
は
、
一
兵
士
の
自
伝
を
読
み
解
く
こ
と
を
軸
に
し
て
、

近
世
の
常
備
軍
に
お
け
る
日
常
生
活
を
描
く
。
兵
士
に
と
0
て
は
連
隊
や
中

隊
が
生
活
世
界
の
す
べ
て
で
あ
り
、
速
隊
長
・
中
隊
長
の
経
営
権
限
の
も
と

に
お
か
れ
て
い
た
。
こ
の
点
が
近
代
の
国
民
軍
と
の
大
き
な
相
違
で
あ
り
、

近
世
社
会
の
社
団
的
構
造
に
常
備
軍
の
世
界
も
規
定
さ
れ
て
い
た
。
鈴
木
直

志
「
カ
ン
ト
ン
制
度
再
考
」
で
は
、
一
八
世
紀
プ
ロ
イ
セ
ン
の
徴
兵
シ
ス
テ

ム
(
カ
ン
ト
ン
制
度
)
を
対
象
と
し
、
従
来
通
説
の
位
睡
を
し
め
て
き
た
、

「
社
会
の
軍
事
化
テ
ー
ゼ
」
(
0
・
ビ
ュ
ッ
ソ
ユ
)
の
再
検
票
な
さ
れ
、
結
論

的
に
は
む
し
ろ
「
軍
隊
の
社
会
的
適
応
」
と
い
う
新
し
い
テ
ー
ゼ
を
提
起
す

る
。
鈴
木
に
は
、
「
べ
ロ
ー
ナ
が
解
き
放
た
れ
る
時
」
(
『
史
林
」
九
三
1
一
)

も
あ
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
時
に
お
け
る
国
民
戦
争
の
本
格
化
は
戦
争
肯
定

論
に
相
応
す
る
激
変
で
あ
っ
た
。
こ
の
戦
争
肯
定
論
は
、
思
想
史
の
次
元
で

は
啓
蒙
期
に
、
す
な
わ
ち
市
民
的
公
共
圏
の
成
立
と
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ズ
ム
の

議
論
を
背
景
と
し
て
、
、
氷
久
平
和
論
と
表
裏
一
体
を
な
し
て
出
現
し
て
い
九

と
さ
れ
る
。
戦
争
肯
定
論
は
、
丸
畠
宏
太
「
帝
政
期
ド
イ
ツ
に
お
け
る
徴
兵

検
査
の
実
像
」
が
そ
の
理
念
と
実
態
の
乘
艦
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
、
一
九

世
紀
末
以
降
の
一
般
兵
役
制
に
も
つ
な
が
る
思
想
的
な
源
と
見
る
こ
と
も
で

き
よ
う
。
屋
敷
二
郎
「
初
期
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
正
戦
と
プ
ロ
パ
ガ

ン
ダ
」
で
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
継
承
戦
争
期
に
お
け
る
正
戦
の
観
念
と
戦
争

の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
が
テ
ー
マ
と
さ
れ
、
当
事
国
た
る
二
国
間
で
の
比
較
検
討

が
試
み
ら
れ
る
。
公
共
性
(
公
論
)
の
次
元
か
ら
み
て
も
有
益
な
論
点
が
一

八
世
紀
の
戦
争
プ
ロ
。
ハ
ガ
ン
ダ
を
素
材
と
し
て
確
認
さ
れ
て
お
り
、
軍
事
史

に
限
ら
ず
、
多
方
面
の
研
究
に
貴
重
な
尓
唆
を
与
え
る
論
考
で
あ
る
。

一
八
世
紀
半
ば
か
ら
一
九
世
紀
半
ば
ま
で
を
「
は
ざ
問
期
(
m
N
牙
一
邑
)
」

と
呼
ん
だ
の
は
、
 
R
 
・
コ
ゼ
レ
ッ
ク
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
政
治
的
・
社
会

的
転
換
の
な
か
で
、
そ
れ
ま
で
の
基
礎
概
念
(
市
民
社
会
、
国
家
な
ど
)
が
根

本
的
な
意
味
転
換
を
と
げ
る
と
と
も
に
、
新
た
な
概
念
(
帝
国
主
篭
共
産
主

養
な
ど
)
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
近
現
代
的
な
諸
概
念
が
生
成
さ
れ
た
。

コ
ゼ
レ
ッ
ク
の
概
念
史
、
さ
ら
に
は
ル
ー
マ
ン
社
△
盃
子
を
援
用
し
な
が
ら
、

H
・
U
・
ヴ
エ
ー
ラ
ー
や
J
・
コ
ッ
カ
ら
ド
イ
ツ
比
較
社
会
史
派
の
歴
史
理

論
に
大
胆
な
挑
戦
を
挑
ん
で
い
る
の
が
、
 
P
・
ノ
ル
テ
で
あ
る
。
雨
宮
昭
彦

「
比
較
社
会
史
の
「
理
論
L
 
と
社
会
シ
ス
テ
ム
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
(
『
思
想
」

-
 
0
三
二
)
は
、
ノ
ル
テ
の
議
論
を
多
岐
に
渡
る
論
点
か
ら
検
討
し
て
い
る

こ
こ
で
は
概
念
史
の
論
点
か
ら
紹
介
す
る
こ
と
に
し
九
い
。

゛
)
、

力

三
四
天
九
七
三
)

ヨ

口

ツ

(
近
代
ー
ド
イ
ツ
・
ス
ィ
ス
・
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン

ノ、



コ
ゼ
レ
ッ
ク
の
想
定
し
た
お
よ
そ
一
世
紀
間
を
「
第
一
の
は
ざ
間
期
」
と

す
る
ノ
ル
テ
は
、
三
月
革
命
前
期
か
ら
二
0
世
紀
の
五
0
、
六
0
年
代
ま
で

の
時
期
を
、
現
代
へ
の
危
険
な
移
行
過
程
と
す
る
。
こ
の
期
間
に
「
自
己
了

解
」
を
め
ぐ
る
論
争
が
展
開
さ
れ
る
(
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
か
ら
「
第
三
帝
国
」

へ
の
移
行
過
程
な
ど
)
。
続
く
一
九
五
0
年
代
を
始
期
と
す
る
現
代
は
、
「
第
二

の
は
ざ
間
期
」
と
さ
れ
る
。
比
較
社
会
史
派
は
、
民
主
的
社
会
主
義
に
基
づ

く
安
定
と
調
和
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
し
て
対
抗
像
を
提
示
し
九
が
、
東
欧
に
お

け
る
「
現
実
の
社
会
主
義
」
に
直
面
し
た
こ
と
か
ら
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
提
示

で
き
る
の
は
プ
ル
ジ
ョ
ワ
保
守
主
義
で
し
か
な
い
と
ノ
ル
テ
は
論
じ
、
コ
ッ

力
に
ょ
る
「
市
民
社
会
論
」
に
も
批
判
的
な
立
場
を
と
る
。
社
会
的
概
念
に

潜
む
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
を
明
ら
か
に
し
た
点
は
認
め
つ
つ
も
、
「
市
民
社
会

論
」
に
そ
の
矛
先
を
向
け
る
彼
の
方
法
に
つ
い
て
雨
宮
は
懐
疑
的
で
あ
る
。

ス
ィ
ス
の
歴
史
家
 
J
・
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
が
晩
年
の
講
義
を
行
っ
九
一
八

七
0
年
以
降
の
数
年
間
は
、
普
仏
戦
争
の
勝
利
を
へ
て
ド
イ
ツ
帝
国
が
成
立

す
る
時
期
で
あ
っ
九
が
、
当
の
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
は
聴
講
者
に
対
し
て
進
歩
史

観
と
は
別
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
た
0
「
現
代
へ
の
危
険
な

移
行
過
程
」
(
ノ
ル
テ
)
に
行
わ
れ
た
後
期
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
の
知
的
営
為
に
着

目
し
、
彼
の
史
学
の
目
的
と
そ
の
内
実
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
が
、
森
田

猛
「
プ
ル
ク
ハ
ル
ト
史
学
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
も
の
」
(
『
弘
前
学
院

大
学
文
学
部
紀
要
』
四
六
)
で
あ
る
新
生
ド
イ
ツ
帝
国
の
誕
生
を
も
っ
て
、

中
央
集
権
化
さ
れ
た
大
規
模
な
法
治
国
家
が
こ
れ
ま
で
の
進
歩
過
程
を
集
約

す
る
か
の
よ
う
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
像
に
直
面
し
た
プ
ル
ク
ハ
ル
ト
は
、
こ
こ

に
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
の
歴
史
的
伝
統
と
の
完
全
な
断
絶
(
異
常
に
強
大
化
し
た
国
家

と
小
人
化
し
た
個
人
)
を
見
て
い
た
オ
プ
テ
ィ
ム
ズ
ム
の
時
代
に
お
い
て
プ

ヨ

ロ
ッ

(
近
代
ー
ド
イ
ツ
・
ス
ィ
ス
・
、
不
1
一
ブ
ル
ラ
ン
ト

三
四
四
(
九
七
巴

ル
ク
ハ
ル
ト
が
あ
え
て
対
置
し
た
の
は
、
ペ
シ
ミ
ズ
ム
の
精
神
で
語
ら
れ
た

ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
な
る
も
の
の
全
体
的
叙
述
(
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
お
け
る
個
と
普
遍
の

調
和
な
ど
)
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
0

「
第
一
の
は
ざ
間
期
」
と
「
現
代
へ
の
危
険
な
移
行
過
程
」
に
相
応
す
る

時
期
に
お
い
て
は
、
「
公
共
性
と
市
民
社
△
乏
の
建
設
が
ま
ず
は
時
代
の
要

請
で
あ
っ
た
。
山
根
徹
也
「
革
會
則
夜
の
べ
ル
リ
ン
」
全
口
田
伸
之
・
伊
藤
毅

編
『
権
力
と
へ
ゲ
モ
ニ
ー
」
<
伝
統
都
市
2
>
束
大
出
版
会
)
で
は
、
三
月
革
A
叩
前

夜
の
べ
ル
リ
ン
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
、
都
市
支
配
の
新
た
な
へ
ゲ
モ
ニ
ー
構

築
を
目
指
し
た
市
民
層
の
動
向
が
検
討
さ
れ
る
。
自
発
的
結
社
運
動
の
代
表

例
で
も
あ
っ
た
「
労
働
者
階
級
の
福
祉
の
た
め
の
べ
ル
リ
ン
地
方
協
会
」
が

と
っ
た
都
市
下
層
民
対
策
が
検
証
さ
れ
た
が
、
そ
も
そ
も
地
方
協
会
に
参
加

し
た
の
は
商
人
、
工
場
経
営
者
、
教
員
や
官
僚
な
ど
上
層
市
民
で
あ
り
、

労
働
者
諸
階
級
」
に
属
す
る
者
の
参
加
は
少
な
か
う
た
と
い
う
。
そ
こ
で

の
諸
党
派
間
(
政
府
派
自
山
主
嚢
派
、
人
民
派
な
ど
)
の
相
克
か
ら
、
市
民
層

に
ょ
る
公
共
圏
が
創
出
さ
れ
、
さ
ら
に
こ
の
公
共
圏
か
ら
下
層
市
民
を
規
律

化
し
よ
う
と
す
る
権
力
の
萌
芽
が
生
み
出
さ
れ
た
。
同
時
代
に
お
け
る
市
民

眉
の
結
社
連
動
の
も
う
一
つ
の
代
表
例
と
い
え
ば
、
ケ
ル
ン
大
聖
堂
の
建
設

を
推
進
し
た
大
聖
堂
建
設
協
会
で
あ
ろ
う
。
棚
橋
信
明
「
一
八
四
0
年
代
の

ケ
ル
ン
大
聖
堂
建
設
運
動
の
社
会
的
基
盤
」
(
『
横
浜
国
立
大
学
教
育
人
問
科
学

部
紀
要
三
」
社
会
科
学
三
)
で
は
、
当
該
協
会
の
日
常
的
活
動
に
関
す
る
検

討
を
進
め
る
た
め
の
前
提
と
し
て
、
会
員
名
簿
な
ど
を
用
い
つ
つ
、
大
聖
堂

建
設
運
動
の
社
会
的
基
盤
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
る
。
当
該
協
会

の
組
織
編
成
(
中
央
協
会
と
各
地
の
支
援
協
会
モ
れ
モ
れ
の
指
導
部
の
有
り
様
)
、

収
入
状
況
な
ど
が
丹
念
に
検
討
さ
れ
九
う
え
で
、
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
プ
が
上
級

ノ＼

ノ、

ノ、



官
吏
な
ど
の
上
眉
市
民
に
握
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
支
援
協
会
を
つ
う
じ
て
周

辺
地
域
へ
の
つ
な
が
り
が
形
成
さ
れ
え
た
こ
と
、
経
済
的
非
自
立
者
が
多
く

市
民
的
原
則
に
反
し
て
い
た
こ
と
な
ど
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
山

根
論
文
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
三
月
前
期
に
お
け
る
市
民
的
公
共
圏
が
教
養

市
民
層
に
ょ
っ
て
主
導
さ
れ
た
限
界
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
九
こ
と
が
窺
わ
れ

る
。
棚
橋
に
は
、
「
歴
史
と
記
憶
」
の
論
点
か
ら
執
筆
さ
れ
九
「
四
八
革
命

と
ケ
ル
ン
大
聖
堂
建
設
祭
」
(
『
歴
史
の
場
』
)
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
当
時
の
新

聞
や
祭
典
参
加
者
の
回
顧
録
な
ど
を
素
材
と
し
て
、
大
聖
堂
建
設
祭
に
参
加

し
た
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
国
民
議
会
代
表
者
た
ち
が
取
う
た
具
体
的
な
言
動
と

意
識
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
大
聖
堂
建
設
祭
は
国
民
議
会
の
代

表
者
た
ち
に
と
っ
て
は
、
統
一
事
業
に
立
ち
は
だ
か
る
伝
統
的
君
主
権
力

(
プ
ロ
イ
セ
ン
国
王
)
と
の
「
対
決
」
の
場
と
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
逆
に

プ
ロ
イ
セ
ン
国
王
の
権
威
の
前
に
、
祭
典
に
お
け
る
位
置
づ
け
に
お
い
て
も
、

市
民
の
関
心
に
お
い
て
も
低
い
位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
と
さ

れ
る
。
そ
う
し
た
経
緯
か
ら
、
大
聖
堂
建
設
祭
は
従
来
の
「
革
命
史
」
に
お

い
て
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば

な
お
の
こ
と
、
棚
橋
が
本
論
文
で
建
設
祭
を
取
り
上
げ
た
意
義
は
「
革
命

史
」
に
お
い
て
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
大
聖
堂
建
設
協
会
に
関
す
る
成
果
を

生
か
し
て
、
あ
ら
た
め
て
「
三
月
革
命
史
」
が
再
構
築
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま

れ
る
。ノ

ル
テ
が
批
判
の
矛
先
を
向
け
て
き
た
「
市
民
社
会
」
に
関
し
て
は
、

フ
ィ
ラ
ン
ス
ロ
ピ
ー
関
連
の
研
究
動
向
を
整
理
す
る
、
と
い
う
文
脈
か
ら
、

中
野
智
世
「
ド
イ
ツ
ー
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
の
「
市
民
社
会
」
」
(
『
大
原
社
会
問
題

研
究
所
雑
誌
」
六
王
ハ
)
が
、
こ
れ
ま
で
ド
イ
ツ
の
歴
史
研
究
に
は
な
じ
み
が

う
す
か
う
た
フ
ィ
ラ
ン
ス
ロ
ピ
ー
に
関
し
て
、
こ
れ
に
呼
応
す
る
研
究
が
行

わ
れ
始
め
九
こ
と
を
概
観
し
て
い
る
。
中
野
の
整
理
に
お
い
て
は
、
ノ
ル
テ

の
批
判
と
は
異
な
り
、
コ
ッ
カ
の
市
民
社
会
研
究
が
な
お
参
照
さ
れ
る
べ
き

準
拠
枠
と
さ
れ
て
い
る
そ
こ
で
は
、
フ
ィ
ラ
ン
ス
ロ
ピ
ー
に
対
す
る
市
民

の
自
発
的
諸
活
動
市
民
参
加
)
が
対
象
と
さ
れ
、
現
実
の
歴
史
に
お
け

る
「
市
民
参
加
」
が
理
想
の
ユ
ー
ト
ヒ
ア
と
し
て
の
「
良
き
市
民
社
会
」
の

確
立
に
は
必
ず
し
も
結
び
つ
か
な
か
っ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
他
方
で
中

野
は
、
激
変
す
る
一
九
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、
「
変
わ
ら
な
い
普
遍
」

と
し
て
の
宗
教
が
「
市
民
社
会
の
形
成
」
に
果
た
し
た
役
割
が
注
目
さ
れ
て

い
る
状
況
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
論
点
に
関
わ
る
当
該
時
期
の
労
働
運
動
と

カ
ト
リ
ッ
ク
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
桜
井
健
吾
に
よ
っ
て
二
篇
の
論
文
が
著

わ
さ
れ
た
。
「
デ
ユ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
の
コ
ル
ピ
ン
グ
職
人
組
合
(
一
八
四
九

一
九
一
四
年
)
」
(
『
南
山
経
済
研
究
」
二
四
1
三
)
で
は
、
ラ
イ
ン
地
方
に
展
開

し
た
カ
ト
リ
ッ
ク
の
職
人
組
合
で
あ
る
、
コ
ル
ピ
ン
グ
職
人
組
合
に
よ
る
活

動
の
展
開
過
程
が
詳
細
に
跡
づ
け
ら
れ
て
い
る
0
 
カ
ト
リ
ッ
ク
の
立
場
に

立
う
九
職
人
層
の
互
助
組
織
で
あ
っ
た
当
該
組
合
を
検
討
す
る
中
か
ら
、
世

俗
化
し
た
近
代
世
界
に
欠
如
し
た
本
質
的
な
も
の
を
補
い
、
近
代
世
界
に
秩

序
を
も
た
ら
し
た
の
が
こ
の
組
織
で
あ
っ
た
、
と
す
る
結
論
が
導
か
れ
て
い

る
。
同
「
ル
ー
ル
地
方
の
カ
ト
リ
ッ
ク
労
働
者
同
盟
と
キ
リ
ス
ト
教
労
働
組

合
(
一
八
六
0
1
一
九
一
四
年
)
」
(
『
南
山
経
済
研
究
」
二
五
1
ご
で
は
、
カ
ト

リ
ッ
ク
も
存
在
し
た
が
、
ラ
イ
ン
地
方
と
は
対
照
的
に
、
社
会
主
義
の
階
級

文
化
も
根
強
か
っ
九
ル
ー
ル
地
方
が
検
討
の
対
象
と
さ
れ
る
。
両
陣
営
の
対

立
と
相
克
(
ル
ー
ル
地
方
に
お
け
る
政
党
勢
力
と
宗
派
分
布
)
が
確
認
さ
れ
た
う

え
で
、
そ
の
中
で
組
織
さ
れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
労
働
者
同
盟
と
キ
リ
ス
ト
教
労

三
四
五
(
を
乏

ヨ

ロ
ッ
パ
(
近
代
ー
ド
イ
ツ
・
ス
ィ
ス
・
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
)



働
組
合
の
活
動
状
況
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
多
岐
に
わ
九
る
論
点
が
確

認
さ
れ
て
い
る
が
、
第
一
論
文
と
も
共
通
す
る
文
脈
で
は
、
近
代
世
界
に
お

け
る
団
体
結
社
が
自
律
す
る
中
で
、
そ
の
自
律
を
支
え
、
個
人
と
団
体
が
活

動
す
る
上
で
使
命
感
を
も
た
ら
し
た
、
キ
リ
ス
ト
教
の
位
置
づ
け
が
明
確
に

一
尓
さ
れ
て
い
る
。

一
九
世
紀
末
の
政
治
史
を
考
え
る
上
で
、
「
自
由
主
義
」
は
落
と
す
こ
と

の
で
き
な
い
政
治
勢
力
寛
派
)
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
植
民
地
政
策
と
自
由

主
義
勢
力
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
大
内
宏
一
「
ド
イ
ツ
自
由
主
義
と

一
＼
＼

四
1
八
五
年
の
植
民
地
政
策
」
(
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
五
五

四
が
論
じ
て
い
る
大
内
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
帝
国
の
自
由
主
義
政
党

の
歴
史
に
お
い
て
、
一
八
八
0
年
か
ら
八
七
年
ま
で
は
過
渡
期
と
位
置
づ
け

ら
れ
、
中
で
も
八
四
年
三
月
の
国
民
自
由
党
の
分
裂
が
八
七
年
の
カ
ル
テ
ル

(
国
民
自
由
党
と
ド
イ
ツ
保
守
党
・
帝
国
党
に
よ
る
正
式
な
ビ
ス
マ
ル
ク
支
持
プ
ロ
ツ

ク
形
成
)
へ
と
直
結
す
る
流
れ
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
0
 
ヴ
エ
ー
ラ
ー
ら

に
依
拠
す
る
こ
と
で
形
成
さ
れ
た
、
こ
の
通
説
的
理
解
を
承
認
し
た
う
え
で
、

八
四
年
か
ら
八
五
年
に
お
け
る
ビ
ス
マ
ル
ク
の
植
民
地
政
策
を
帝
国
議
会
で

の
議
論
と
自
由
主
義
諸
政
党
の
動
向
と
絡
め
て
再
検
討
す
る
こ
と
を
、
大
内

は
試
み
て
い
る
国
民
自
由
党
と
自
由
思
想
家
党
の
溝
を
深
め
る
な
ど
、
帝

国
議
会
で
の
植
民
地
政
策
は
ほ
ぽ
ビ
ス
マ
ル
ク
の
狙
い
通
り
に
進
み
、
八
七

年
二
月
の
帝
国
議
会
総
選
挙
(
三
党
に
よ
る
カ
ル
テ
ル
選
挙
協
力
)
も
ビ
ス
マ

ル
ク
に
と
っ
て
最
も
満
足
で
き
る
結
果
と
な
っ
九
0
 
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の

後
の
植
民
地
政
策
そ
の
も
の
は
彼
の
方
針
と
は
異
な
る
展
開
を
た
ど
る
こ
と

と
な
り
、
ノ
ル
テ
の
趣
旨
と
は
違
う
意
味
で
「
現
代
へ
の
危
険
な
移
行
過

程
」
が
進
む
こ
と
と
な
っ
九
0

ヨ

ロ
ッ
パ
(
近
代
ー
ロ
シ
ア
・
東
欧
・
北
欧
)

三
四
六
(
九
芙
)

「
連
邦
制
と
地
域
主
義
」
の
論
点
か
ら
は
、
一
九
世
紀
初
頭
の
諸
国
民
戦

争
か
ら
プ
ロ
イ
セ
ン
改
革
期
に
関
わ
っ
て
、
二
篇
の
論
考
を
得
た
。
フ
ィ
ヒ

テ
の
『
共
和
国
草
稿
』
を
題
材
と
し
た
、
熊
谷
英
人
「
幻
影
の
共
和
国
」

(
『
国
家
学
会
雑
誌
」
三
三
1
三
・
四
)
で
は
、
非
体
系
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
研

究
史
で
も
評
価
の
定
ま
ら
な
か
っ
た
『
共
和
国
草
稿
』
の
描
い
た
未
完
の
共

和
国
像
が
再
検
討
さ
れ
る
。
フ
'
ヒ
テ
の
共
和
国
は
「
権
力
体
」
と
「
工

フ
ォ
ラ
ー
ト
」
の
二
つ
の
極
か
ら
成
り
立
つ
も
の
と
さ
れ
九
。
す
な
わ
ち
、

「
椛
力
体
」
は
法
を
執
行
し
、
「
工
フ
ォ
ラ
ー
ト
」
に
は
「
権
力
体
」
の
執
行

を
監
視
す
べ
く
、
「
権
力
体
」
を
牽
制
す
る
役
割
が
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
共
和
国
構
想
は
、
山
崎
彰
「
ハ
ル
デ
ン
ベ
ル
ク
改
革
政
治
と
マ
ル

ヴ
ィ
ッ
ッ
」
比
較
連
邦
制
史
研
究
』
)
が
描
く
ク
ー
ル
マ
ル
ク
貴
族
の
改
革

構
想
に
似
て
ぃ
る
。
州
議
会
か
ら
中
間
身
分
の
共
和
国
構
想
を
提
起
し
九
貴

族
に
は
、
「
工
フ
ォ
ラ
ー
ト
」
に
通
じ
る
も
の
が
あ
り
は
し
な
い
か
。

(
渋
谷
聡
)


